
議案第２号 令和４年度八千代市一般会計補正予算（第２号）に対する

組替え動議  

 

上記の動議を別紙のとおり会議規則第１６条の規定により提出します。  
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提案理由  

１ 組替えを求める理由  

新型コロナウイルス感染症の影響とアベノミクスの失政により、賃金が上

がらないばかりか、円安による物価の高騰が続き、市民生活に大きな負担と

なっている。  

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金については、国から八

千代市に８億７,０１７万円が交付される予定であるが、当該交付金の大部

分の５億９,４４４万円をキャッシュレス決済ポイント付与事業に充当する

補正予算案が提案された。  

しかしながら、これまで実施されたキャッシュレス決済ポイント付与事業

は市民にとって効果があったのかが検証されていないことから、市民にとっ

てより効果が見込める事業に交付金を活用すべきである。  

そこで、市民や事業者への直接的な支援策として、中小企業者等に１０万

円、所得２００万円以下の世帯に５万円、新生児の保護者に１０万円の給付

を行うため、予算の組替えを求める。  

 

２ 組替えの基本方針  

今回のキャッシュレス決済ポイント付与事業に係る新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金５億９,４４４万円を活用し、中小企業者等支

援として事業者に１０万円を支給、所得２００万円以下の世帯に１世帯当た

り５万円を給付、新生児の保護者への支援として１０万円を給付する。  

 

３ 組替えの内容  

⑴ キャッシュレス決済ポイント付与事業の実施を見送り、その財源を以下

の事業に充当する。歳入の不足分は財政調整基金で賄うものとする。  

⑵ 中小企業者等支援  

令和元年度を基準として、売上げが２０％以上減少した月がある事業者

に対し、１事業者当たり１０万円を支給するため、３億円を追加する。  

⑶ 生活支援  

住民税非課税世帯を除く所得２００万円以下の１万５,０００世帯に５

万円を給付するため、７億５,０００万円を追加する。また、新生児特別

定額給付金として、新生児１人当たり１０万円を１,０００人分（令和５

年３月までの出生見込みを含む。）給付するため、１億円を追加する。  



令和４年度八千代市一般会計補正予算（第２号）に対する組替え案

歳入 （単位：千円）

費目 金額 備考

新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金
（商工費国庫補助金）

△ 594,440 キャッシュレス決済ポイント付与事業分

新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金
（商工費国庫補助金）

210,000 中小企業者等経営支援金分

新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金
（民生費国庫補助金）

384,440

財政調整基金繰入金 300,800

計 300,800

歳出 （単位：千円）

費目 金額 備考

中小企業経営支援事業
（キャッシュレス決済ポイン
ト付与事業）

△ 849,200

中小企業経営支援事業
（中小企業者等経営支援金）

300,000
売上げが令和元年度の同月と比較して20％以上減少した
事業者に対し、１事業者当たり10万円を支給

生活よりそい臨時特別給付金
給付事業

750,000
住民税非課税世帯を除く所得200万円以下の１万5,000世
帯に５万円を給付

新生児特別定額給付金給付事
業

100,000 新生児１人当たり10万円を給付

計 300,800

　 　


